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　１学期が終わりました。まずは、子供たちと共に無事１学期を終えることができたことを保護者の皆様方と
喜びたいと思います。この１学期を通して、子供たちも成長してきました。特に、１年生の子供たちの成長は
著しいものがありました。何となく、大きく見えた標準服も体に馴染んできましたし、ランドセル姿も似合っ
てきました。学習の様子では、しっかりと平仮名や片仮名をノートに書き、足し算や引き算もできるようにな
ってきました。子供たちの成長は目を見張るものがあります。子供たちは、毎日、試行錯誤しながら、その子、
その子に応じたスピードでできるようになっていきます。それを全方向から教え導く務めが学校です。 

　幼少期、私は、なかなか平仮名や引き算に難渋しました。「ありむら」が「おりむら」になることがよくあ
って、担任の先生から温かい、丁寧な訂正を受けていました。それを見かねた、母が、毎日帰ってくると、ノ
ートに自作の問題を書いてくれていたことを思い出します。 

　私は、授業中や休み時間、給食時間と、子供たちの様子を見て回ります。子供たちが、自分で、友達と協力
しながら、頑張っている様子やあきらめずに懸命に挑戦している様子を見ると、廊下から思わず「頑張れ」と
ポーズを作ることがあります。それに気付いた２、３人の子供たちが、しっかりとうなずき、合図をしてくれ
ます。とても嬉しい瞬間です。 

　私たちは、子供たちの成長に関わることができる最高の仕事を職としています。そして、子供たちから、「先
生」という敬称をつけて、一生呼ばれる立場です。そういう仕事を仕事として得ることができて、これほど有
難いことはありません。子供たちと日々、向き合いながら、できなかったことができるようになったり、自分
自身でたくましく解決していく力を身につけることが、私たちの使命だと思っています。 

　さて、FIFAワールドカップ2026へのチーム日本の出場がありました。かねてサッカーをしない私も、こ
の時ばかりは、日本戦の様子をテレビや新聞で見ることでした。1993年のアメリカ大会、アジア最終予選「ド
ーハの悲劇」そして、1997年のフランス大会、同じく最終予選「ジョホールバルの歓喜」を経て、今があり
ます。今年は、森保監督の「最高の景色を2026」をスローガンに進んできました。この言葉は、今年の上半
期の流行語ともなるのではないかと思われるくらい、色々な場で紹介されています。 

　森保監督は「最高の景色を目指して戦っていく。そうすればもっと成長が得られる」と選手たちに語り、こ
れは単なる勝利の目標ではなく、成長と挑戦のプロセスを重視する姿勢を示しているとのことです。監督にと
って「最高の景色」とは、ワールドカップ決勝の舞台で日本が戦い、キャプテンがトロフィーを掲げる光景を
イメージしたもので、 カタールW杯では、ドイツやスペインといった強豪を破った後、ラウンド16で敗れた
際にも、森保監督は「みんなが新しい景色、最高の景色を目指していけば必ず歴史が変わる」と選手に熱く訴
えたそうです。また、森保監督は「感謝・尊敬・謙虚」を座右の銘とし、選手やスタッフ、ファン、相手チー
ムに対するリスペクトを重視しており、選手の成長過程を評価し、失敗から学ぶ機会として受け止めることで、
心理的安全性を確保し、チーム力を高めるリーダーシップを発揮しています。「最高の景色」とは、単なる勝
利の象徴ではなく、挑戦、成長、チームの結束、そして歴史を変える意志を表す言葉のようです。 

　この言葉の背景にあることを知り、翻って、将来を担う妙円寺小の子供たちにも、これからの人生で、「最
高の景色」を一人一人が自らの力でしっかりと見ることが、できるような力をつけさせていかなくはならない
という思いを新たにしたところです。  
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６月30日(火）と７月３日（金）に授業参観・学

級ＰＴＡを行いました。５・６年生は水泳学習発表

会を行いました。６年生にとっては、小学校最後の

発表会ということで力の入った泳ぎを見せてくれま

した。また、１年生は、「おおきなかぶ」の朗読劇

でした。役になりきって音読する様子から学習の成

果を表現することができました。２年生、３年生、

４年生は、タブレットや具体物を使って難しい問題

にチャレンジしました。お忙しい中、参観していた

だきありがとうございました。

６月13日（土）の土曜授業で、原子力防災訓練

に伴う引き渡し訓練を行いました。児童は、もし

原子力発電所で事故があったときにどのような対

応をしないといけないかを学習しました。学習後

に、事故発生を想定した保護者への引き渡し訓練

を行いました。保護者の方が事前のお知らせを確

認していただいたおかげでスムーズな訓練を行う

ことができました。御協力ありがとうございまし

た。

６月は歯と口の健康月間でした。各学級で歯と

口の健康についての学習を行いました。養護教諭

の川野先生や歯科衛生士による歯の健康について

学びを深めました。日頃歯をみがく強さや時間に

ついて振り返り、正しい歯みがきを学習すること

ができました。歯と口の健康の大切さについて考

え、むし歯予防に対する意識を高めることができ

ました。

 
 
 

   
   
   
   

    
   1日(火) 始業式   

   3日(木） 臨時校時　教育相談   

    9日(水） クラブ活動   

   ＰＴＡ常任委員会 　18日(金） 身体計測・視力検査(1･2年） 

  11日(金） 避難訓練(地震・火事） 　21日(月) 　　敬老の日 

  14日～ いじめ問題を考える週間 　22日(火) 　　国民の休日  
　 ひまわり相談旬間 　23日(水） 　　秋分の日 

　16日(水） 身体計測・視力検査(5･6年）   30日(水） 修学旅行（６年）～10/１
  17日(木） 身体計測・視力検査(3･4年） 

６月17日（水）に、社会福祉協議会の方の指

導の下、４年生が福祉体験を行いました。

車椅子や白杖を使った体験を行いました。ま

た、高齢者の体の様子を理解するために体にお

もりを付けたり視界が狭い眼鏡を着用したりす

ることで不自由さを体験することができまし

た。不自由な方と出会ったとき、自分たちはど

うしたらよいか考えるよい学習になりました。


